
情報の共有
行
政
自
身
の
問
題

答
弁
：
斬
新
な
目
で
見
直
す

牛
房　

良
嗣  

議
員

牛
房　

情
報
の
共
有
化
と

は
、
行
政
の
持
つ
情
報
を
ど

う
住
民
に
伝
え
る
か
と
い
う

こ
と
で
、
大
部
分
は
行
政
自

身
の
問
題
で
あ
る
。

　

｢

広
報｣

の
内
容
も
や
さ
し

か
っ
た
り
、
難
し
か
っ
た
り

で
統
一
し
て
い
な
い
。

　

部
外
者
を
入
れ
る
、
あ
る

い
は
イ
ラ
ス
ト
、
グ
ラ
フ
な

ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
え
ば
、

も
っ
と
町
民
に
身
近
な
広
報

が
で
き
る
の
で
は
。

町
長　

も
っ
と
斬
新
な
目
で

見
直
し
て
い
く
。

牛
房　

｢

出
前
講
座｣

は
行
政

の
考
え
を
町
民
に
伝
え
る
大

事
な
場
で
あ
る
。

　

熱
意
が
伝
わ
る
よ
う
に

｢

押
し
か
け
出
前
講
座｣

な
ど

と
し
て
は
ど
う
か
。

　

入
庁
５
年
目
く
ら
い
の
若

手
で
や
っ
た
ら
ど
う
か
。

役
場
と
職
員
の
進
化
を
町
民

に
訴
え
る
場
で
あ
る
。

町
長　

非
常
に
い
い
ア
イ
デ

ア
、
検
討
す
る
。

牛
房　

町
づ
く
り
の
原
点
は

４
０
０
人
の
足
元
に
あ
る
。

「
職
員
専
用
の
意
見
箱
」を
設

置
し
、
全
員
参
加
で
町
政
を

変
え
て
は
。

町
長　

検
討
し
た
い
。

▲毎月平均1万8000部発行のしめ広報

水
害
対
策

実態調査後の対応

答弁：緊急性で整備する

丸
山　

真
智
子  

議
員

丸
山　

昨
年
、
議
会
に
よ
る

水
害
実
態
調
査
を
行
っ
た
。

　

不
十
分
な
町
内
会
と
の
連

絡
体
制
、
排
水
路
改
善
、
土

の
う
の
準
備
、
防
災
行
政
無

線
等
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

生
活
環
境
課
長　

連
絡
体
制

の
強
化
を
行
い
、
防
災
無
線

は
音
達
調
査
を
行
う
。
土
の

う
の
用
意
は
回
覧
を
回
し
た
。

地
域
整
備
課
参
事　

時
間
降

雨
量
１
０
０
ミ
リ
に
対
応
す

る
の
は
無
理
。

　

緊
急
度
で
で
き
る
限
り
の

対
策
は
行
っ
て
い
る
。

職
員
の
育
休
取
得
率
は

答
弁
：
女
性
１
０
０
％
男
性
は
０

丸
山　

改
正
育
児
・
介
護
休

業
法
が
今
月
施
行
さ
れ
る
。

　

父
親
の
育
休
を
後
押
し
す

る
こ
と
に
な
る
。
役
場
が
お

手
本
を
示
し
、
業
務
に
も
生

か
し
て
欲
し
い
。

町
長　

男
女
が
共
同
し
て
子

育
て
す
る
の
は
当
然
と
な
り

つ
つ
あ
る
。
し
っ
か
り
支
援

し
て
い
き
た
い
。

丸
山　

取
得
率
を
上
げ
れ
ば

結
果
、
出
生
率
も
上
が
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

●
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ー
ム
の
件

▲公民館に置いてある土のう

　

志
免
町
議
会
で
は
、
議
会
改
革
と

活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

更
に
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
、
議
会

の
基
本
的
事
項
を
定
め
る「
議
会
基
本

条
例
」の
制
定
に
向
け
て
、
平
成
20
年

10
月
以
降
、
議
会
運
営
委
員
会
に
お

い
て
、
先
進
地
方
議
会
の
調
査
・
視

察
研
究
を
す
る
な
ど
検
討
を
重
ね
、

そ
の
素
案
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

地
方
分
権
・
主
権
の
時
代
を
迎
え
、

地
方
自
治
運
営
を
行
う
二
元
代
表
制

の
一
方
で
あ
る
議
会
の
役
割
と
責
務

は
益
々
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
そ
の
存
在
価
値
も
問
わ
れ
ま

す
。

　

議
会
基
本
条
例
は
、
こ
の
よ
う
な

時
代
に
適
格
に
対
応
し
町
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
議
会
と
な
る
べ
く
、
議
会

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
て
議
会
基
本
条
例
と
は

　

制
定
へ
向
け
て
、
こ
の
度
町
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
た
く
意
見
交

換
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

及
び
議
員
の
活
動
原
則
等
、
議
会
に

関
す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
る
条
例

で
す
。

条例素案の主なポイント

①(議会・議員の活動原則)
　・�町民の多様な意見を把握し、独自の政

策提言に取り組む。
　・�情報を開示し、町民が参画しやすい開

かれた議会運営と改革の推進。

②(町民と議会の関係)
　・�町民からの請願及び陳情は政策提言と

し、参考人としての意見を聞く。
　・�町民・各団体、NPOとの一般会議を設

け政策提案の拡大を図る。

③(議会報告会)
　・�町民との意見交換として議会報告会を

年１回以上開催。

④(町長と議会の関係)
　・�町長等は議長又は委員長の許可を得て

反問することができる。

⑤(政策等の形成過程の説明)
　・�町長は政策等の提案については決定過

程を説明するよう努める。

⑥(自由討議の拡大)
　・�議員相互間の自由な討議を尽くして合

意形成に努め説明責任を果たす。

⑦(議員の政治倫理)
　・�町民全体の代表としてその倫理性を自

覚し行動する。

⑧(最高規範性及び見直し)
　・�議会運営の最高規範で、これに違反す

る条例他は制定できない。
　・一般選挙後、目的達成の検討を行う。
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